
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

468（S−282） 一
般演題 日産婦誌57巻 2 号
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【目的】卵巣成 熟嚢胞性奇 形 腫 の 術 前診 断 は MRI 上 脂 肪 抑 制像 や，　 chemical 　shift　artifact 等 の 所 見 よ っ て 比 較的正確 に行え

る．しか し最近我 々 は，脂肪成分の 所見 に 乏 し く術前診断が 困難 で あ っ た 思 春期 前少 女お よ び高 齢者の 症 例 を次 々 と経 験 し，

奇形腫構成成分 が加齢に よ っ て 変化す る 可 能性 が 考え られ た た め，こ れ を検討 し た．【方法】当 科 に お い て 1999〜2003 年 に手

術療法 を行 っ た 成熟嚢胞性奇形腫 69例 （20歳未満 9例 ， 20〜30歳代 43 例，40 歳以上 17例）に つ い て，術前 MRI 画像 と病

理組織切片 を retrospective に 解析 した．【成 績】MRI は 69例 中 51例 で施行 さ れ，うち 43 例で 脂肪抑制像も撮影され て い た．
MRI にて 脂肪が 同定 で きなか っ たの は 6例 で，内訳は 20歳未満が 2 例，20〜30歳代 2例 ， 40歳以 上 2例で相対的 に若年者

と高齢者 に多 い 傾向があ っ た．嚢胞内部 に脂肪で な く漿液が貯留して い た 症例 は 20歳未満 の 2 例で あ っ た．病理 組織学 的 検

討で は，皮膚重層扁平上 皮，皮脂腺，汗腺お よ び毛髪 は全年代 で約 90％，軟骨，骨は 30％ に認 め られ， 年齢に よる差異は認

め られ なか っ た．一
方 ， 皮下 脂肪織 は 20 歳 未満 4 例 （44％ ），

20〜30歳代 32 例 （74％ ），40 歳 以 上 5 例 （29％ ） と性 成 熟 年

齢 に多い 反面，神経組織 は 20 歳未満 6 例 （67％），20〜30歳代 20例 （47％），40歳以上 1例 （6％）と加齢 とともに減少す る

傾向を認め た，【結論】卵巣成熟嚢胞性奇形腫 の 構成成分は，加齢性変化をきた す可能性が ある こ とが示唆 さ れ た．特に皮下 脂

肪織 は若年者と高齢者 で 少ない 傾向に あり，こ れ が MRI 上 の 偽陰性 に 影響す る可能性がある．
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［緒言］悪性転化を伴う成熟嚢胞性奇形 腫 は成 熟嚢胞奇形腫 の 約 1％ で 稀な疾患で あ り，治療 に 抵抗性 を示 し予 後 不 良で ある．

我 々 は，1993年4 月 か ら 2004 年 3 月まで の 12年 間 に悪 性 転 化 を伴 う成熟嚢胞性奇形腫 6 症例 を経験 した の で 文献的 考察 を

加えて 報告す る．［症 例］頻度 は 同期間の 成熟嚢胞性奇形腫 484 例中 6 例 で 1．2％．平均年齢 は，55才．症例 の 進行期 は，Ia

期 1例 ，
IIIc期 5 例 で

， 手術 は，　 optimal （肉眼 的残存腫瘍なし）が 4 例，　 sub 　optima1 （肉眼 的残存腫瘍あ り）が 2例だ っ た．

生存期間の 中央値は ， 11，5 年．予後は，4 例が 原病死 ， 2例 が無病生存．術後化学療法が奏功 した 例 は なく， sub 　opti 皿 al ，
2

例は現病死，optima1 ，4例の うち 2例が 生存 して い る．［結語］過去 の 報告 と同様 に予 後 不 良で あ っ た ．術後化学療法は，効果

が低 くか っ た．ゆえに，積極的な外科切除を施行する こ とで ， 肉眼的残存腫瘍を無 くす る こ とが 肝 要で あ る と思われた．
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【目的】上 皮性卵巣癌 に対 して は 可及的腫瘍摘出お よび白金製剤 と タキサ ン 製剤の 併用化学療法 が標準的治療法 と して 行わ れ

て い る，しか し なが ら，近年，明細胞腺癌 を は じめ と して組織型 に基 づ い た 治療法選択 の 必 要性が 指摘 され て い る．本研究で

は，粘液性腺癌 に対する 至適療法確立の
一

助とす る た め に ， 多数例の 卵巣粘液性腺癌 を集積 して 臨床病理 学 的検 討 を行 っ た．

【方法】1998年か ら 2003 年の 間に 初 回 治療 を行 っ た 上 皮性卵巣癌 593 例の うち，central 　pathelogical　review により診断 され

た境界悪性腫瘍を除 く粘液性腺癌 85例 （14．3％）を 対象と し ， 臨床病理 学的検討を行 っ た．【成績】粘液性腺癌症 例の 年齢分布

は 12歳 か ら 84 歳 で あ り，平 均 50．6歳 で あ っ た 。臨床進行期 は 1期 50 例 （la期 25例 ，
　 Ib期 2例 ，

　 Ic期 23例），
　 H 期 7例

（Hb 期 1例 ，
　 Ilc期 6 例），IH期 23例 （IHa期 1例 ，

　 Hlb期 3例 ，
　 IIIc期 19例）， IV 期 5例 で あっ た。1，

　 II期の 早期癌症例

に お ける 3 年生 存率は 93．3％ で あ っ た の に 対 して ，
IH

，
　 IV 期 の 進行癌症例で は 54．9％ で あ っ た．　 III，　 IV 期 症 例 の うち ，

　 op −

timal　operation が可能 で あ っ た 19例の 予後 は，不可 能 で あ っ た 9症例に 比 して 明 らか に 良好 で あっ た （3 年生 存率 ；78．4％ vs ．

21，4％）．評価可能病変を有する進行癌 17例 の うち 3 例 （CRI 例，　 PR2 例 ）が化 学療法に奏効 し， 奏効率 は 17．6％ で あっ た．

【結論】卵巣粘液性腺癌 は化学療法低感受性 で あ る こ とが 示 さ れ る と ともに 手術完遂の 重 要性が 示唆 され た．
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